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会議開催記録 

名 称 令和６年度 第３回 会津美里町まち・ひと・しごと創生有識者会議 

開催日時 令和６年 10 月 22 日（火）午前 10時 00 分から午前 11 時 35 分 

開催場所 会津美里町役場本庁舎 ２階 203・204 会議室 

出席者 

別紙のとおり 

（委員 11名、事務局４名） 

欠席：大橋委員、諏訪委員、長谷川委員 

議 題 

１ 会津美里町デジタル田園都市構想総合戦略（第３期総合戦略）（案）に

ついて 

２ 地域再生計画について 

３ 会津美里町人口ビジョンの改定について 

４ 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業の効果検証について  

資料の名称 資料１～資料６ 

記録方法 □全文記録 ☑発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

内 容 

 

１ 開  会 （省略） 

２ あいさつ （省略） 

３ 協議事項  

（１）会津美里町デジタル田園都市構想総合戦略（第３期総合戦略）（案）について 

 【資料１・２・３】 

  （事務局） 

  ①本戦略案に関するパブリックコメントの実施結果について 

   令和６年９月９日から 10 月 10 日の期間において実施したパブリックコメントに

寄せられた意見は０件であったことを報告。 

委員からの意見等の発言はなし。 

  
②単年度ごとの基本目標及び具体的施策に関する数値目標について 

基本目標１から全類型共通までの単年度ごとの数値目標について説明。 

単年度ごとの数値目標は、【資料３】に記載の KPI 設定根拠に基づき設定している。 

数値目標は、指標の内容から最終年度の令和 11 年度まで毎年度一定の数値としてい 

る指標、最終度の目標値へ向かって毎年度一定数の増加を見込んだ指標の２種類があ 

る。 

   また、デジタルの導入による実装が令和７年度以降となる指標については、実装後 
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の実績に基づく効果検証により、適宜目標値を見直すことを改めて説明した。 

   各基本目標における単年度ごとの数値目標は【資料２】を参照のこと。 

   

  （委員からの意見等） 

  ・単年度ごとの数値目標が一定である指標については、令和 11 年度の最終目標値に向 

かって毎年度増加していくような形にしたほうが望ましいのではないか。目標値に対 

して毎年度の実績が上昇していることを示す単年度目標値であるべきかと思う。 

  ⇒ 適宜修正していく。 

   

・子育てに関する指標について、子育てしやすい環境のまちだと思う町民の割合は、 

移住者やもともと町に住んでいる人たちなどそれぞれの属性によって感度はちがうの 

か。 

  ⇒ 町民アンケートに基づく指標であるが、そうした属性ごとに感度は異なることも 
考えられる。 

  

 ・小中学校におけるタブレット利用の目標値がそれぞれ、20％、40％に設定されてい 

 るが、周囲の子どもたちの様子をみると利用頻度は高い印象を受ける。 

  今後、教育現場における ICT 化はさらに進むと予想されるなか、目標値の上方修正 

 は検討しているのか。【基本目標３】 

 ⇒これらの目標値は、令和５年度の全国学力・学習調査の中の小学６年生、中学３年 

生に対する「授業で、PC、タブレットなどの ICT 機器をどの程度使用したのか」とい 

う設問の本町の児童生徒の回答率に基づき設定していることから記載のとおりの目標 

値としている。 

 

・アプリの活用によるため池管理は、今後実装されるのか。 

  ⇒ アプリの活用は、令和７年度以降を予定している。 

   

  【修正事項】【資料 訂正 資料３】 

  以下の記載について修正することについてもあわせて説明。 

・基本目標２「ひとの流れをつくる」 

 空き家バンクにおける成約件数の目標値について、５件から６件に修正。 

 

・基本目標３「結婚・出産・子育ての希望をかなえる」 

   「ほぼ毎日授業でタブレット端末を利用した児童の割合（小学校）」「ほぼ毎日授業 

でタブレット端末を利用した児童の割合（中学校）について、本町の教育機関は、 

小 学校、中学校、義務教育学校の３種類があり、そのうち義務教育学校は、前期

（小学校）、後期（中学校）となっている。 

   そのため、これらの２つの指標の（小学校）、（中学校）の文言を（小学校等）、中学

校等）に修正し、義務教育学校を含めた表現とすることを説明。 
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・基本目標４「魅力的な地域をつくる」 

 「アプリを活用した緊急連絡により消防団が出動した割合」について、火災発生地域

の管轄分団の出動率 50％を目標値とすることに修正する。 

   

   上記について事務局より説明し、異議なしとされる。 

   

   今後は、まち・ひと・しごと創生本部への説明及び決定を受け策定完了へ向け事務 

手続きを進める。 

   

（議長） 

   案件１については、（案）のとおり了承としたい。 

   

  （委員） 

   異議なし 

 

 （２）地域再生計画について  

  【資料４】に基づき事務局より説明。 

   地域再生計画の認定申請は、来年１月であるため、現在は直近の様式にて素案を 

作成。 

  委員からの意見はなし。 

 

 （３）会津美里町人口ビジョンの改定について   

 【資料５】に基づき事務局より説明。 

  委員からの意見はなし。 

 

 （４）物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業の効果検証について 

  【資料６】に基づき事務局（政策財政課 財政係長より説明） 

  本会議にて、当該事業は効果のあるものとして承認される。 

 

 ４ その他 （省略） 

    

 

   

 

   

 

   

  

 


